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《 ご挨拶 》  ご要望、ご相談、ご意見等ありましたら、お気軽にお声掛けください！ 

 

 サクラの花が春の訪れを感じさせるように開花しつつありますね。 

皆様、お変わりなくお過ごしでしょうか。我が家の長男はこの春、中学校に進学いたします。 

６年前、黄色い帽子をかぶり、体より大きなピカピカのランドセルを重たそうに背負って登校

した日が昨日のように思い出されます。息子はこの６年間で心も体も大きく成長し、今では私の

背も追い越しそうな勢いです。これまでの小学校生活でお世話になった先生方、そして毎日毎日、

子供達を見守ってくださった地域の皆様に心から感謝申し上げます。子供達のさらなる成長を、

これからも共に見守ってくださいますよう、お願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 
    

  

 

 

 

 

  皆様からの日頃からのご支援に心より感謝申し上げます。皆様の声をより聞かせていただきたいため、

市政懇談会を開催いたします。今回も、裾野市政の現状等の報告をさせていただき、皆様からのご意見を

伺わせていただきたいと思います。 

ご多忙中かと思いますが、皆様お誘い合わせの上、お越しくださいますよう宜しくお願い申し上げます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 地区に関わらず、ご都合のつく会場にお越し下さい。 
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無所属★市民派 

  

 

市 政 懇 談 会 の お 知 ら せ 

  平成 27 年４月２２日（水）  

            19：00～20：00  堰原公民館  

賀 茂 博 美 の 

  平成 27 年４月２３日（木）  

            19：00～20：00  水窪公民館  

  平成 27 年４月２４日（金）  

            19：00～20：00  伊豆島田公民館  

 

 

 

http://www2.ocn.ne.jp/~kamo163/


 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「第 15 号議案 裾野市議会議員の議員報酬および費用弁償に関する条例 

の一部を改正することについて」 

第 15 号議案の修正案を提出！ 

【報酬の額について】 

 議長、副議長、委員長、議員の報酬をそれぞれ 5,000 円引き上げる。 

 

【 理由 】（答申内容全文）市議会議員の報酬について 

市議会議員報酬等の適正額については、議員の職務を遂行するにふさわしい報酬でなけれ

ばならないという基本的な考え方にたって検討した。 

市長および副市長、教育長と同様に県内各市の市勢状況等の資料をあらゆる面から慎重に

分析した結果、議員一人あたりの人口が 2,552 名と県内市部で 19 位であり、1位の浜松市

（18,428 名）の約 7分の１、人口がほぼ同規模の湖西市（3,403 名）、伊豆の国市（2,935

名）と比しても約 4分の 3（+851 名）、約 8分の７（+383 名）と少ない。 

議員定数については議会の専決事項であり、報酬審議会にて議論すべき内容ではないが、

区長会からも議員定数の検討要望が出ており、客観的にも人口規模における議員定数は多い

と判断できる。 

但し、現在の市議会議員報酬は、比較検討の中では適正な水準とは言えない状況であり、

また、平成 21 年に定数 24 を 21 に 3 名減じていること、昨年度の区長会の議員定数見直し要

望に対し、昨年 12 月に全議員で構成される議会改革特別委員会を設置するなどの状況を勘案

すると、今回の答申は各職ともに 5,000 円増額し、区長会要望のとおり、議員定数を減じた

場合に再度検討するのが適正であると判断した。 

本審議会は、裾野市議会議員が市民の声を反映させるため、より一層の議会改革を推進

し、特に議員定数削減を強く要望しつつ、その職務にふさわしい報酬を得て、地方創生推進

のリーダーとして活躍していただくことを切に願うところである。 

今回の特別職報酬等審議会の答申内容は・・・（平成 27年 2 月 4 日市長へ回答） 

 議員報酬の見直しは誰がするの？ 

 

 

 

市議会議員の報酬については、自ら減額することは可能ですが、

増額することは出来ません。 

上記の答申は、現況との比較に合わせ、今後の議員定数の検討を含む 

議会改革に対する取組み、および、これからの地方創生のリーダーとしての

議員の活躍に期待するものと受け止めることができると考えます。 

 

 

 

特別職（市長・副市長・議員）の報酬の改訂過程 

市長 
1.  

特別職報酬等審議会 

諮問 

市長 

答申 

 

必要に応じて、条例改正等

の議案として議会へ上程 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRw&url=https://www.city.tokorozawa.saitama.jp/shiseijoho/shingikai/kaigicheck/index.html&ei=FbMUVeajEZHz8gWK-IKwCA&psig=AFQjCNFeSGnJWNh0MWxgwUsffsD1StKD_g&ust=1427505919752330


 

提出した修正案は議員報酬増額の適用開始時期についてです。 
 

 

 

 

 

 

附 則 

（施行期日等） 

１ この条例は、公布の日から施行し、改正後の裾野市議会議員の議員報酬および費用弁償等に

関する条例（以下「改正後の条例」という。）の規程は、平成 26 年４月１日から適用する。 

 

（報酬の内払い） 

２ 改正後の条例の規程を適用する場合においては、改正前の裾野市議会議員の議員報酬および

費用弁償等に関する条例の規定に基づいて支給された報酬等は、改正後の条例の規定による報

酬等の内払いとみなす。 

  

 

 

 

 

 

附 則 

（施行期日等） 

１ この条例は、平成 27 年４月１日から適用する。 

 

この修正案は “賛成 11：反対 8” の賛成多数により可決されました。 

 

また、この条例の修正案可決により、補正予算として計上されていた 

“議会費 164 万 4 千円” を “予備費へ修正”する修正案を提案し、 

賛成多数で可決されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 第 15 号議案 原案 】 の附則部分 
 

【 第 15 号議案 修正案 】 の附則部分 
 

 

ただし、議案の提出については、議員定数の１２分の１以上（裾野市議会で

は 2名以上）の賛成者での連署がなければ、提出することが出来ません。 

今回は私を含め 5名の発議者にて修正案を提出しました。 

 

 

つまり、平成 26 年 4月 1日までさかのぼり、 

議員報酬の増額分（5000 円/月）をこれまでの 

報酬として議員へ支払うというもの。 

特別職報酬等審議会の答申内容 

からも、今後への期待と受け取れる 

ため、新年度からの適応と修正 

可決 

 

 

  

 

『裾野市議会ニュース』では、定例会の内容等につい

て、『 YOU Tube 』や 『 FaceBook 』にて、配信さ

せていただいています。この市議会ニュースは、市政に

ついてもっと知っていただき、また、分かりやすく理解し

ていただきたいという思いから始めたものです。 

非公認、非公式ではありますが、是非一度ご覧下さい。

パソコンをご利用にならない方は、ご一報いただけれ

ば、パソコンを持参してお伺いいたします。また、ご意見

等もお待ちしております。 
『裾野市議会ニュース』で検索 

 

 

 

今回、初めて修正案を提出しました。そして、裾野市議会では初めて、議員提出に

よる修正案の可決となりました。議会としても初めての経験であり、不手際な点も

多々ありましたが、修正案を提出したことに、後悔はありません。今後、議会が果

たすべき役割を考えていく上でも、とても良い経験をさせていただきました。 

http://pepero-web.com/icon/icon_mmo10.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年度が始まり、新たな挑戦をされる皆様には幸多きことを祈念しております。また、私も気持

ちをさらに引き締め、議員としての資質向上に研鑽するとともに、議会改革にも積極的に取り組ん

でいきたいと思います。今度ともご指導、ご鞭撻を宜しくお願いします。       賀茂 博美 
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目的別（歳出） 平成 26 年度との比較 

 消費税率の引き上げ影響

等への給付措置等の増  東小耐震・大規模改修 

市民体育館改修などの増 

 最終処分場整備 

事業費の減 

（千円） 

平成２７年度も 『将来投資事業（２４事業）』 を予算計上！ 

 

「学びの森」運営事業 
1435 万円 

新規 

質の高い教育を提供するため、 

専門的な指導員を配置し、 

①教職員の研修充実 

②学校と地域の連携強化 

③児童生徒と保護者の教育相談 を行う。 

（仮称）神山深良線整備事業 
3500 万円 

新規 

朝夕の渋滞緩和のため、深良地先と御殿場市

神山地先間を結ぶ道路の整備を行う。 

（H27:基本設計、H28 実施設計、H29～工事） 

新斎場整備基本計画策定事業 
540 万円 

新規 

38 年経過した現斎場の老朽化に伴い、 

施設の規模、概算事業費等について 

長泉町と連携し、基本構想を策定する。 

 

防災体制整備事業 
8054 万円 

増額 

県の第４次被害想定を踏まえ

て、防災計画を見直し、実践的

な防災訓練の実施、避難所や救

護用防災資機材の充実を図る。 
1.  

裾野駅バリアフリー整備事業 
3560 万円 

増額 

裾野駅構内にエレベーター等を整備し、

バリアフリー化を図る工事に助成する。

（H27～28 工事） 

 

  
                                     

     
 
 

  編集後記 

※一部を掲載 

可決 


